
もと淀川区役所跡地事業のコンセプトと経過について

淀川区役所

資料１



H31 事業者の公募

H31 大阪市戦略会議において活用手法の決定

R２ 事業者の決定 
（代表事業者：阪急阪神不動産株式会社）

R４ 着工

R８.４.17
新たな図書館のオープン

R８.１ 竣工

新たな図書館のオープンまでの経過

H21  区役所建て替えに伴い庁舎移転

H21～26  地域の要望・意見の聴取

H29～30 マーケットサウンディング

R３～４基本設計・実施設計
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もと淀川区役所跡地事業のコンセプト（H31.６ 事業者公募時）

民間事業者の自由な提案による複合施設（全体部分）

複合施設内の図書館周辺の空間

・十三地区のブランド向上、にぎわいづくりや交流促進につながるような民間複合施設

・内部には新たな淀川図書館を整備し、図書館をとりまく空間にも工夫をほどこす

子どもから大人まで多様なひとが自然に集い、

交流の輪が広がり、人が繋がる

【交流型ワイガヤ図書館】

お互いの顔が見える

・赤ちゃんが泣いても気にならない

・ワイガヤ交流､読み聞かせ､子どもの遊び場

・利用者同士、運営スタッフと利用者の交流

多様なユーザーが集い賑わう

・子育て世代、ビジネスパーソン・学生、子

ども、カップル等、多様なユーザーが集う

・民間施設併設による市民サービスの充実

「淀川区将来ビジョン2022」

における主な区の経営課題

防災対策

防犯対策

地域福祉の推進

学校教育支援

子育て支援地域

コミュニティの活性化

多様な協働の推進

図書館周辺の空間には図書館運営へのプラス
効果が期待でき、淀川区政の推進にも寄与す
るような様々な工夫を施した、図書館との親
和性があるような施設を配置

駅前立地に適応した駐輪場施設の整備

十三駅前の路上駐輪対策として、既存駐輪場機能の確保は必須であり、事業
者の自由な発想による民設民営の駐輪場を整備
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